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　a的衣服重量iぷ、一般に'ぷyi^湊かこμ例するK考えシれ‘?い^ 外衣生地l･=お･り、

衣駆れ科^複雑になりヽlヽた衣服v雅頬・私服<9鵡布^ タ^<i> I -zいる。従・マ、こ■iiら
の相互的即ね調^考弧に衣級衛生学的立･場かｹ妙討した妨莱苔報をすろ。

　か去　馮策に才吋る衣服i・悼を/堺年牟H （春）・7 月(更卜こ、小学生ダ年･ μ

, 甲掌生ノ年・叉年の男か約/加名li ヤか約ぬ名をn 象に調-±こI-p--、釧々方塙1^アンケ
ート乙丿衣の衣m重量Ｕ

整理し. 単位体表ヽS3積ちソの衣服i量-gバ･順蘆方恥哨弟衣賎歎八り衣眼桶垢（り衣服

μ科じの相互明係･こふソmi レた、

尨呆や女抹表面積かﾉ<o衣服煮* iねり≪7 平均値,ぶヮ?"のょラらぁる。
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　表^ソ斜ろようnヽ7 いよμりよヽソ男ふむ/ヽ政知域となハサヤ･あ幻/かね減で男ヤレヽ

ブれ4) 7 月り衣紙i-量必* 牟月の壬以下t なる。劈サの衣服l量知<>格子切磋をμ教-すふ

KすわH､男子･<･､ソ軽量マ'ある。求だ単菰捧表洵積ぢりり衣職重量知･あ羞衣政教や衣喊禍礪

乙り屈肉が相ぢあい。I かレ衣嘔劫料いり刈團･あ鞍考な｡肉係Iあ認めジれなか・乱

B－88　松5i市におけりo< ■中学生の着衣状態について

　　　　県主島根ir短大　o 伊地知一枝

　目的　日本の気候は春■ S-・秋・冬の四李にわたっz変化すうたdn, 各1の季節に最も

漣した衣服を着用すうこと州射生学的立場ヵヽり必脊と考之勺。このた叫被服構成学研衆

誉頁会r>ト中学校，児童・生徒の着衣の実態についZ全国調査が行われ, 松江市を担当

したので, 戈の結果につい７被服構成の見地ヵヽり検討した。

　方法　調査期日は昭匍ち4年令肌　1 月, ion.昭和5S年I 月のIt 十回で,対象は松江市

肉の小学ぢ･も年，中学ト２年の各学年，男1r40あずっの合計320 名であ‰調査の主な内

容は着用衣服の種類，枚数, 形慨。重量および着用感覚r あり。

　結果　夏は他の季節に比べて着衣重量が少ない着良形態ｔ簡単であうのに対L Z, 冬

は着衣t±び平均r 男子は夏の約3.1倍，ir子は夏の約23侑と最も多い。このよ') iこ男子に

夏と冬の条が大きいのは，栗の男子の服隻がうこ｡ニふプ七短/>? ,ンいヽつた軽装に対して，

ir子は夏でも上平身にアラウ訓枚の力いいのは少な<,大節分はT着に少ミース）ヽダ

ラヅ々－を毫吊しこりこt, また冬の男子の服装は学生慨じ長Xホじい｀つた着衣-^-

の大きい衣服に対して｡，すﾓfは-t－う一服t Xカートの紙附合-＼Lが多<。男チに比べべ*

衣重量は小さいことがあげ｀りれう。春と軟rは，いずIれの学年キ春め方が゛着用萄牧島よu'

着衣重量とi大r｀あろ.こ小心

比べス厚着の傾向をふすものと 島われ乃。次に衣服の鬼用布につい-I, 寒屠感r-は男子ぼ

irf-に比べ｀て冬にあtz tzかいと｡感じ｀りi 'Piがりや今い々I)れにが｀，浦人麦が人,きく，性，

早々，本節，体型により為急な鬼は認めりれり″かった。




